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平成２８年第２回群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会会議録 

◎会期  １日：平成２８年８月２５日（木曜日） 

◎会場  前橋市元総社町３３５番地８ 群馬県市町村会館２階 大会議室 

◎議事日程 第１号 

日程第 １ 議長の選挙 

日程第 ２ 議席の指定 

日程第 ３ 会議録署名議員の指名 

日程第 ４ 会期の決定 

日程第 ５ 同意第 ２号 監査委員の選任について 

日程第 ６ 承認第 １号 平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高 

齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分に 

ついて 

日程第 ７ 認定第 １号 平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計

歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 認定第 ２号 平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ９ 議案第１２号 平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計 

補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第１３号 平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢 

者医療特別会計補正予算（第１号） 

◎本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第１０まで 

◎出席議員（１６名） 

１番 長 沼 順 一   ２番 金 井 清 一 

３番 後 閑 太 一  ４番 渡 邊 幹 治 

５番 森 山 享 大  ６番 矢 島 征 司 

７番 木 村 康 夫  ８番 星 野   稔 

 ９番 向 井   誠 １０番 中 澤 広 行 

１１番 隅田川 徳 一 １２番 堀 越 英 雄 
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１３番 吉 岡 完 司 １４番 伊 藤 正 雄 

１６番 土 屋 哲 己 １７番 一 場 明 夫 

１８番 髙 橋 曻 三 １９番 襟 川 仁 志 

◎欠席議員（１名） 

１５番 金 井 佐 則 

◎説明のため出席した者 

広 域 連 合 長  清 水 聖 義 副広域連合長  金 子 正 一 

事 務 局 長  大 島 勇 人 事 務 局 次 長  根 岸   努 

管 理 課 長  大 木   崇 給 付 課 長  齋 藤 弘 光 

会 計 課 長  毛 呂 達 也 

◎職務のため出席した広域連合事務局職員 

  議会書記長  石 原 優 也 議 会 書 記  黒 岩 由 佳 

  議 会 書 記  堀 口 慎一郎 主 幹  高 橋 英 樹 

  主 幹  橋 爪   保 主 幹  荒 井 清 生 

  主 任  阿佐美 了 祐 主 事  横 坂   翼 

◎臨時議長紹介 

○ 議会書記（黒岩由佳）

 開会前に申し上げます。群馬県後期高齢者医療広域連合議会副議長であります、金

井議員から欠席通告がございました。 

また、議長でありました、太田市の大川陽一議員から、議員の辞職願が提出され、

地方自治法第１２６条の規定により、平成２８年５月１３日付で副議長により許可さ

れております。従いまして現在、議長が空席となってございます。 

よって、議長が選挙されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定により年長議員

が臨時議長の職務を行うことになっております。 

出席議員中、伊勢崎市議会選出の矢島征司議員が年長議員でありますので御紹介申

し上げます。 

矢島征司議員、議長席に御着席をお願いいたします。 
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◎開 会 

午後１時４９分 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

 ただ今紹介されました矢島征司でございます。地方自治法第１０７条の規定により、

臨時に議長の職務を行います。何とぞよろしくお願いをいたします。 

ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しております。 

これより平成２８年第２回群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会しま

す。 

本日の議事日程は、お手元に配布いたしました第１号のとおりであります。 

◎開 議 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

直ちに本日の会議を開きます。本日の欠席通告者は、１５番 金井佐則副議長であ

ります。 

◎諸 般 の 報 告 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

議事日程に入る前に、議会書記から諸般の報告をいたします。 

○ 議会書記（黒岩由佳）

平成２８年第１回定例会以降の諸般の報告を申し上げます。はじめに、議会の議員

の異動について申し上げます。 

議長でありました太田市の大川陽一議員の辞職願が提出されましたが、閉会中であ

りましたので、地方自治法第１２６条の規定により、平成２８年５月１３日付で副議

長が許可いたしました。 

また、前橋市の真下三起也議員と阿部忠幸議員、高崎市の石川徹議員と田角悦恭議

員、伊勢崎市の野田文雄議員、渋川市の石倉一夫議員、藤岡市の青木貴俊議員、選挙

区分１６みなかみ町の河合生博議員が辞職され、選挙区分１７千代田町の福田正司議

員が任期満了により退任されましたので、失職となりました。 

次に、新たに前橋市の長沼順一議員と金井清一議員、高崎市の後閑太一議員と渡邊

幹治議員、伊勢崎市の矢島征司議員、太田市の木村康夫議員、渋川市の中澤広行議員、

藤岡市の隅田川徳一議員、選挙区分１６昭和村の髙橋曻三議員、選挙区分１７千代田

町の襟川仁志議員が当選されました。 

次に、監査委員から、平成２８年３月及び６月に行いました現金出納検査の結果報
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告がありました。写しをお手元に配付しておきましたので、ご了承願います。 

また、本定例会の説明員として、地方自治法第１２１条の規定により、広域連合長

等執行部のほか、赤川監査委員の出席を求めましたが、他の公務のための欠席届を受

領しましたので、ご了承願います。 

以上でございます。 

◎仮 議 席 の 指 定 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

議事の進行上、仮議席の指定を行います。今回、新たに選出されました広域連合議

会議員の仮議席については、ただいまご着席の議席を指定いたします。 

  ◎議 長 の 選 挙 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

日程第１、議長の選挙を行います。お諮りいたします。選挙の方法につきましては

地方自治法１１８条の規定に基づき、指名推選により行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によることに決まりました。 

お諮りいたします。指名の方法につきましては、隅田川議員において指名することに

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

ご異議なしと認めます。よって、隅田川議員において指名することに決まりました。 

隅田川議員、指名願います。 

○ １１番（隅田川徳一議員）

議長に矢島征司議員を指名いたします。 

○ 臨時議長（矢島征司議員）

お諮りいたします。ただいま指名いたしました矢島征司を議長の当選人と定めるこ

とにご異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 
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ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました矢島征司が議長に当選

となります。ただいま当選した矢島征司は、私でございますが、群馬県後期高齢者医

療広域連合議会会議規則第３２条第２項の規定による当選の告知をいたします。 

◎議 長 あ い さ つ 

○ 議長（矢島征司議員）

当選の告知を受けまして、議長当選承諾のごあいさつを申し上げます。 

ただ今皆様のご推挙によりまして議長に当選させていただき、身に余る光栄である

と供に、その責任の重さを痛感しているところでございます。私もこの来る１０月の

誕生日をもちまして、７５歳の後期高齢者の仲間入りで、後期高齢者被保険者になる

わけでございます。皆様のお力添えを頂きながら円滑な広域連合議会の運営に誠心誠

意努めて参る所存でございます。皆様には尚一層のご支援、ご協力を心からお願い申

し上げまして、議長就任の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

◎議 席 の 指 定 

○ 議長（矢島征司議員）

日程第２、議席の指定を行います。今回、新たに選出されました広域連合議会議

員の議席については、ただいまご着席の議席を指定いたします。 

◎会議録署名議員の指名 

○ 議長（矢島征司議員）

次に、日程第３、会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員に、金井清一議員、後閑太一議員、以上の２名を指名いたしま

す。 

◎会 期 の 決 定 

○ 議長（矢島征司議員）

次に、日程第４、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期を、本日１日といたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

－5－



  

○ 議長（矢島征司議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決まりました。 

 

 

◎監査委員の選任 

○ 議長（矢島征司議員） 

 次に、日程第５、同意第２号「監査委員の選任について」を議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、長沼議員の退席を求めます。 

  〔長沼議員退席〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

 提案理由の説明を求めます。広域連合長。 

○ 広域連合長（清水聖義） 

ただいま上程されました同意第２号「監査委員の選任について」ご説明申し上げま

す。お手元の議案書１ページでございます。広域連合の監査委員につきましては、広

域連合規約第１６条の規定に基づきまして、２人となっており、１人は識見を有する

者のうちから、１人は議員のうちから、それぞれ議会の同意を得て選任することとさ

れております。 

現在、議員のうちから選任される監査委員が、欠員となっておりますので、長沼順

一議員を選任いたしたく、ご提案申し上げるものでございます。 

よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。以上です。 

○ 議長（矢島征司議員） 

 ただいま提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ないようですので、質疑を終わります。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ないようですので討論を終わります。 

これより、同意第２号を採決いたします。 

本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 
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ご異議なしと認めます。よって、本案はこれを同意することに決しました。 

長沼議員の入場を求めます。 

  〔長沼議員入場〕 

 

 

 

   ◎専決処分の承認について 

○ 議長（矢島征司議員） 

 次に、日程第６承認第１号平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分について、を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。広域連合長。 

○ 広域連合長（清水聖義） 

ただいま上程されました承認第１号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連

合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分について」ご説明を申し

上げます。お手元の議案書、２ページをご覧下さい。 

 こちらは、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をさせていただ

いた補正予算でございまして、同条第３項の規定によりご報告し、ご承認をお願い

するものでございます。詳細につきましては事務局から説明をさせますので、よろ

しくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○ 議長（矢島征司議員） 

事務局長。 

○ 事務局長（大島勇人） 

それでは、ご説明いたします。承認第１号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療

広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分について」ご説明

申し上げます。お手元の議案書、７ページをご覧ください。 

補正予算の内容は、歳入歳出予算の総額を２，２０１億９万４千円に、それぞれ

４４８万７千円を追加いたしまして、２，２０１億４５８万１千円とするものでご

ざいます。それでは、歳入歳出予算の補正内容について、事項別明細書によりご説

明申し上げます。１４ページ、１５ページをご覧ください。まず、歳入でございま

す。 

７款１項１目「後期高齢者医療給付費等準備基金繰入金」ですが、これは保健事

業費の財源といたしまして、基金の繰入を行うもので、４４８万７千円を追加する

ものでございます。続きまして、歳出について、ご説明申し上げます。 

１６ページ、１７ページをご覧ください。５款１項１目「健康診査費」ですが、広
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域連合が 市町村に委託して実施しております、健康診査事業に係る委託料ですが、

健康診査の受診件数の伸びにより、市町村に支払う委託料が予算額を上回ったこと

から、予備費等の既決予算での対応を行いましたが、なおも不足する額といたしま

して、４４８万７千円を追加するものでございます。この予算の補正につきまして

は、委託先の市町村からの実績報告を受けた後に、予算の不足が生じたため、議会

を召集する余裕がございませんでしたので、平成２８年３月３１日、専決処分をし

たものでございます。 

以上、地方自治法 第１７９条 第３項の規定によりまして、専決処分を報告し、

議会の承認をお願いするものでございます。よろしくお願い申しあげます。 

○ 議長（矢島征司議員） 

 ただいま提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ないようですので、質疑を終わります。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ないようですので討論を終わります。 

これより、承認第１号を採決いたします。 

本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ご異議なしと認めます。よって、本案はこれを承認することに決しました。 

 

 

 

◎決算認定議案の上程 

○ 議長（矢島征司議員） 

次に、日程第７、認定第１号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会

計歳入歳出決算の認定について」及び日程第８、認定第２号「平成２７年度群馬県後

期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について」以上２

件を一括して議題とします。 

提案理由の説明を求めます。広域連合長。 
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○ 広域連合長（清水聖義） 

ただいま一括上程となりました、認定第１号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療

広域連合一般会計歳入歳出決算の認定について」及び認定第２号「平成２７年度群馬

県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について」、ご

説明を申し上げます。それでは、議案書の２４ページ及び２５ページでございます。 

平成２７年度の一般会計決算額でございますが、歳入総額は１億６６３万５,５６

４円でございます。次に、２６ページ及び２７ページをご覧ください。歳出総額は、

９,５９９万５,２５３円でございます。この結果、歳入歳出差引残額は１,０６４万３

１１円となりました。このうち、地方自治法第２３３条の２の規定により、６００万

円を財政調整基金へ積み立ていたしましたので、記載にはありませんが、４６４万３

１１円が翌年度への繰越金となるものでございます。続きまして、特別会計について

ご説明申し上げます。 

それでは、議案書の４２ページ及び４３ページでございます。平成２７年度の特別

会計決算額でございますが、歳入総額は２,２３０億４,７７１万３,７２０円でござい

ます。次に、４４ページ及び４５ページでございますが、歳出総額は、２,１７４億２,

７８５万３１５円でございます。 

この結果、歳入歳出差引残額は、５６億１,９８６万３,４０５円となりました。こ 

のうち、地方自治法第２３３条の２の規定により、１４億７,０００万円を医療給付費

等準備基金へ積み立ていたしましたので、記載はありませんが、４１億４,９８６万３,

４０５円が翌年度への繰越金となるものでございます。 

なお、決算の詳細につきましては事務局から説明をしていただきますので、よろし

くご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げます。 

○ 議長（矢島征司議員） 

次に事務局長。 

○ 事務局長（大島勇人） 

 それでは、ご説明いたします。 

 認定第１号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算の

認定について」及び、認定第２号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について」、各会計歳入歳出決算事項別明細書

により、主なものについてご説明申しあげます。 

まず、認定第１号一般会計歳入歳出決算の認定についてをご説明いたします。議案

書の３０ページ、３１ページの決算事項別明細書をご覧ください。それでは、歳入で

すが、１款「分担金及び負担金」の決算額は、３１ページの収入済額の８,９９２万３,

０２１円になりますが、これは、構成市町村の事務費に係る負担金でございます。 
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 続きまして、２款「国庫支出金」ですが、決算額は０となっております。これは、

２月議会で全額を減額いたしましたが、内容としましては、厚生労働省からの通知に

より、従来の国庫支出金を 臨時特例基金へ積み立てていたものから、直接、保険料軽

減等の特例措置を実施するため、その財源として、特別会計の歳入へと組替措置した

ものでございます。続きまして３款「財産収入」の３９万５,９８０円ですが、財政調

整基金の運用利子と、物品の売払い収入でございます。５款「繰越金」の９７３万５,

０３２円ですが、平成２６年度決算によります前年度からの繰越でございます。６款

「諸収入」の６５８万１,５３１円ですが、歳計現金の運用によります預金利子と、３

２ページ３３ページに記載の雑入でございます。歳入につきましては、以上でござい

ます。 

続きまして、歳出ですが、３４ページ、３５ページをご覧ください。１款「議会費」

の決算額ですが、３５ページの支出済額にございます６７万８,００６円は、議員報酬

等、議会の運営に係る経費でございます。続きまして、２款「総務費」は８,５７８万

８，０９５円ですが、主な内容としまして右側の備考欄になりますが、１４節の建物

賃借料の７５６万６,６７７円は、広域連合事務局の事務室賃借料等でございます。ま

た、１９節の市町村負担金６,９３７万９,２４２円ですが、これは市町村から派遣の

９名分の職員に係る人件費の負担金ございます。 

続きまして、３６ページ、３７ページをご覧ください。下段の３款「基金積立金」

８万５，９８０円ですが、これは歳入でご説明いたしました財政調整基金の利子を積

み立てたものでございます。３８ページ、３９ページをご覧ください。５款「諸支出

金」の９４４万３,１７２円ですが、構成市町村からの事務費負担金の精算に伴う返還

金でございます。一般会計歳入歳出決算につきましては、以上でございます。 

続きまして、認定第２号後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてご説

明いたします。議案書の４８ページ、４９ページをご覧ください。 

始めに、歳入についてご説明いたします。１款「市町村支出金」１項１目「事務費

負担金」の６億３,９２１万４,００３円ですが、特別会計において、事務費に係る一

般管理的経費を、構成市町村にご負担いただいたものでございます。 

２目「保険料等負担金」の１９１億９，０９６万５,５５３円ですが、市町村で徴

収しました保険料負担金の１４７億１１１万５,８５６円のほか、所得の低い方など、

保険料の減額賦課のための市町村負担金であります、保険基盤安定負担金４４億８,

９８４万９,６９７円でございます。 

３目「療養給付費負担金」の１７５億４,２４８万２,４１６円ですが、療養給付等

に要する費用等の１２分の１を、市町村が負担したものでございます。 

続きまして、２款「国庫支出金」、１項１目「療養給付費負担金」の５３５億６,２
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２６万５，９１９円ですが、療養給付費等の１２分の３を割合とします国の負担金で

ございます。２目「高額医療費負担金」の７億５,７２５万４,６７３円ですが、被保

険者が受けた 療養費用等が８０万円を超えた額に対し、一定割合の国の負担金でござ

います。 

 ２項１目「調整交付金」の１９６億６,５５２万５千円ですが、広域連合間の財政力

不均衡などを調整する、国からの普通調整交付金１９４億８，５７８万４千円、また、

長寿健康増進事業等の実施へ交付されました、特別調整交付金の１億７,９７４万１千

円でございます。 

 ２目「後期高齢者医療制度事業費補助金」の８,６５３万２,３８４円ですが、健康

診査事業費のほか、５０ページと５１ページになりますが、特別高額医療費共同事業

費及び保険者機能強化事業費に対する補助金でございます。 

３目「後期高齢者医療災害臨時特例補助金」の６２万５千円ですが、東日本大震災

で被災しました被保険者の一部負担金等の免除及び保険料減免の特例措置に対する補

助金でございます。 

 ４目「高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金」ですが、１１億９５０万６，５６

６円は、先ほど一般会計から特別会計の歳入措置への組替でもご説明いたしましたが、

保険料軽減等、特例措置の財源でございます。 

 ５目「社会保障・税番号制度システム整備費補助金」の７０７万９千円ですが、社

会保障・税番号制度の導入に必要なシステムの整備に対する補助でございます。 

続きまして、第３款「県支出金」、１項１目「療養給付費負担金」の１６７億８７

８万６，６１６円ですが、療養給付費等の１２分の１に対する県の負担金でございま

す。 

２目「高額医療費負担金」の７億５,７２５万４,６７３円ですが、被保険者が受け

た 療養に係る費用等の８０万円を超えた額に対し、一定割合の県の負担金でございま

す。 

続きまして、５２ページ、５３ページをご覧ください。４款「支払基金交付金」の

８８２億７,４５６万５，２２１円ですが、国民健康保険、被用者保険など現役世代が

加入する各保険者から徴収した、後期高齢者医療への支援金でございます。 

５款「特別高額医療費共同事業交付金」の５，２１９万３,５３５円ですが、４０

０万円を超える高額な医療費のうち、２００万円を超える額について、国民健康保険

中央会が、各広域連合からの拠出により、調整を行う交付金でございます。 

６款「財産収入」の４３５万７,７６１円ですが、後期高齢者医療給付費等準備基

金及び後期高齢者医療制度臨時特例基金の運用利子でございます。 

続きまして、７款「繰入金」ですが、１項１目「後期高齢者医療給付費等準備基金
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繰入金」の１３億９，４９５万８千円ですが、医療給付の財源として、基金から繰り

入れを行ったものでございます。 

１項２目「後期高齢者医療制度臨時特例基金繰入金」の４億４，９６３万９，２３

１円ですが、所得の低い方等、保険料負担軽減のための財源として、基金から繰り入

れを行ったものでございます。なお、この繰入れをもって基金残高を０とし３月末に、

基金条例を失効しております。 

続きまして、５４ページ、５５ページをご覧ください。８款「繰越金」の２４億８，

１７３万３，９０３円ですが、２６年度決算による前年度からの繰越でございます。 

１０款「諸収入」の３億６,２７７万４,２６６円ですが、保険料の延滞金４４４万

５，１８９円や、交通事故等の第三者行為によって発生した医療給付費等について、

加害者等から収納した第三者納付金の２億８，４８２万２，１８５円のほか、医療機

関等からの医療費返納金の４，８５７万２６１円また、雑入の２，４９３万６，６３

１円などでございます。なお、雑入のうち、供託金等、返戻金２，４０１万４，９８

０円につきましては、昨年秋口に和解となりました 井草病院との裁判に係る供託金の

返戻金でございます。歳入につきましては、以上でございます。 

続きまして５８ページ、５９ページをご覧ください。歳出の主なものについてご説

明申し上げます。 

まず、１款「総務費」の支出済額６億１,５５９万２，３５４円ですが、主な内容

につきましては、備考欄になります、１１節印刷製本費の６６９万１，７８８円は、

制度周知用リーフレット等の作成に係る経費でございます。１２節の通信運搬費５,

５４２万７，８４８円は、被保険者に対する医療費のお知らせ資料の郵送料や、電算

システムの回線使用料等の経費でございます。また、手数料の３，３６０万６，４０

４円は、特定健診データの管理経費等でございます。１３節委託料の３億４，３８０

万１，５４７円は、電算処理システムの運用保守及び療養費等データの作成処理等の

事務代行のほか、レセプト点検、被保険者証の作成等に係る経費でございます。また、

１４節電算システム賃借料の４,２０５万８,８００円ですが、電算処理システムに係

るリース料などでございます。また、１９節市町村負担金の１億１，９８４万２，９

８５円ですが、特別会計における、市町村からの派遣職員、１８名分の人件費の負担

金でございます。 

続きまして、２款「保険給付費」の２,１３２億９，３４９万１，６８２円ですが、

主な内容としまして、１項１目「療養給付費」の２，０８９億９，７８２万２，８３

９円及び２目「訪問看護療養費」の８億１，７０２万２，３５８円は、被保険者の療

養給付に要した費用でございます。続きまして、６０ページ、６１ページをご覧くだ

さい。 
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１項５目「審査支払手数料」の４億８，３２２万４，６３０円ですが、レセプト審

査、及び診療報酬の支払いに係る手数料でございます。 

２項１目「高額療養費」の２０億３，１５５万２，２６３円ですが、被保険者１か

月あたりの自己負担の合計額が、限度額を超えた場合に支給するものでございます。 

２項２目「高額介護合算療養費」の１億９，３７１万９，５９２円ですが、医療保

険と介護保険における年間の自己負担の合計額が、限度額を超えた場合に支給するも

のでございます。 

３項１目「葬祭費」の７億７，０１５万円ですが、被保険者が死亡した際に、葬祭

を行う者に対し、支給するものでございます。 

３款「財政安定化基金拠出金」の９,３５１万３千円ですが、保険料の未納や医療

給付の増大等によります、財政への影響に対処するため、国、県及び広域連合がそれ

ぞれ３分の１を拠出し、県に基金を設置しております、その広域連合分の拠出でござ

います。 

 ４款１項１目「特別高額医療費共同事業拠出金」の３，５３２万７，９９４円です

が、４００万円を超える高額な医療費のうち、２００万円を超える額について、国民

健康保険中央会が、各広域連合からの拠出により、交付する共同事業への拠出金でご

ざいます。 

続きまして、６２ページ、６３ページをご覧ください。５款「保健事業費」、１項

１目「健康診査費」の７億９，２４７万６，８７１円ですが、市町村に委託し実施し

ております健康診査事業に係る委託料でございます。 

２目「その他健康保持増進費」ですが、備考欄になります人間ドック助成事業６，

７６７万２，４２４円は、市町村が実施した人間ドック健診費助成事業に対します補

助、また、健康増進事業２６１万６,５８９円は、市町村が実施した健康教室・健康相

談などの長寿・健康増進事業に対する補助でございます。また、５款１項１目「健康

診査費」に、４１６万８千円を予算流用しております。 

６款１項１目「医療給付費等準備基金積立金」の４２５万７，６７０円ですが、基

金利子を積み立てたものでございます。 

続きまして、６４ページ、６５ページをご覧ください。８款１項２目「償還金」の

２４億９，１１１万４，２８３円ですが、これは市町村支出金、国・県支出金及び支

払基金交付金の精算に伴う返還金でございます。 

９款「予備費」では、５款の「保健事業費」に対し、全額の１，０００万円を充用

しております。以上ですが、ご説明とさせて頂きます。 

よろしくご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げます。 

○ 議長（矢島征司議員） 
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ただいま提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「はい 議長」の声あり〕 

○ ９番（向井誠議員）

館林の向井と申します。 

 特別会計の歳入の中の雑入の５５ページですけれども。供託金等返還金で２，４０

０万円。これは井草の会の例の件だと思いますけれども、全体でいくらあって、今回

２，４００万円入っておりますが、今後の計画とあと残金はいくらくらいだったのか

お尋ねいたします。 

○ 事務局長（大島勇人）

 総額で申しますと、約８，０００万円ございました。そのうちの先ず、和解の時点

で一旦３，０００万円を一時金として返納いただきまして、残りの１，０００万円に

つきましては年間２００万円ずつを５年間に分けて返還いただくという状況でござい

ます。従いまして最終的には４，０００万円の返還となる予定でございます。以上で

す。 

○ 議長（矢島征司議員）

よろしいですか。 

○ ９番（向井誠議員）

はい。

○ 議長（矢島征司議員）

他に質疑はありませんか。

〔「なし」の声あり〕 

ないようですので、質疑を終わります。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員）

ないようですので、討論を終わります。 

これより、採決を行います。 

はじめに、認定第１号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入

歳出決算の認定について」を採決いたします。 

本案は認定することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全員起立） 

○ 議長（矢島征司議員）

起立全員です。よって、本案は認定することに決しました。 
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次に、認定第２号「平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について」を採決いたします。 

本案は認定することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全員起立） 

○ 議長（矢島征司議員）

起立全員です。よって、本案は認定することに決しました。 

◎補正予算議案の上程 

○ 議長（矢島征司議員）

次に、日程第９､議案第１２号「平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般

会計補正予算（第１号）」及び日程第１０、議案第１３号「平成２８年度群馬県後期高

齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」以上２件を一括して議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。広域連合長。 

○ 広域連合長（清水聖義）

 ただいま一括上程となりました、議案第１２号「平成２８年度 群馬県後期高齢者医

療広域連合一般会計補正予算第１号」及び議案第１３号「平成２８年度群馬県後期高

齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算第１号」の２議案につきまして、

提案理由のご説明を申し上げます。 

 お手元の議案書、１０９ページでございます。まず、議案第１２号「平成２８年度

群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算第１号」でございますが、平成２８

年度歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４３４万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ、９,９８９万３千円といたしたいというものであります。 

 次に、１２３ページをご覧ください。議案第１３号「平成２８年度群馬県後期高齢

者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算第１号」でございますが、平成２８

年度歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４１億６,９７９万２千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、２,２０４億２,４６４万９千円といたしたい

というものであります。 

 詳細につきましては事務局から説明をお願いしますが、よろしくご審議の上、ご議

決賜りますようお願い申し上げます。 

○ 議長（矢島征司議員）

次に事務局長。 
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○ 事務局長（大島勇人） 

 議案第１２号「平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算第１

号」につきまして、「歳入歳出補正予算事項別明細書」によりご説明申し上げます。１

１６ページと１１７ページをご覧ください。初めに歳入についてご説明いたします。 

 ４款「繰越金」は前年度からの繰越金ですが、平成２７年度決算に伴い、４３４万

円を追加するものでございます。 

続きまして１１８ページと１１９ページをご覧ください。歳出につきまして、ご説

明申し上げます。 

 ５款「諸支出金」、２項１目「償還金」ですが、これは平成２７年度決算に基づき市

町村負担金であります事務費の精算に伴う返還金の４３４万円を追加するものでござ

います。一般会計補正予算につきましては、以上でございます。 

続きまして、議案第１３号「平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算第１号」につきまして、ご説明申し上げます。 

１３０ページと１３１ページをご覧ください。まず、歳入についてご説明いたしま

す。 

１款「市町村支出金」、１項３目「療養給付費負担金」ですが、平成２７年度決算

に伴う負担金額の確定によりまして、２，１５２万４千円を追加するものでございま

す。 

続きまして、２款「国庫支出金」、１項２目の「高額医療費負担金」ですが、平成

２７年度決算に伴う負担金額の確定によりまして、４，９３１万４千円を追加するも

のでございます。 

３款「県支出金」、１項１目「療養給付費負担金」の１億７，４４４万１千円及び

１項２目の「高額医療費負担金」の４，９３１万４千円ですが、供に平成２７年度決

算に伴う負担金の確定によりまして、それぞれ追加するものでございます。 

続きまして、７款「繰入金」の後期高齢者医療給付費等準備基金繰入金ですが、平

成２７年度決算に伴い、２億７，４６６万３千円を減額するものでございます。 

８款「繰越金」は、前年度繰越金ですが、平成２７年度決算に伴い、４１億４，９

８６万２千円を追加するものでございます。 

歳入につきましては、以上でございます。 

１３２ページと１３３ページをご覧ください。歳出につきまして、ご説明申し上げま

す。 

２款の「保険給付費」ですが、国県支出金の前年度分の清算に伴いまして、特定財

源の組み替えを行うものでございます。８款「諸支出金」、１項２目「償還金」ですが、

一般会計同様、平成２７年度決算に基づく精算に伴い、事務費及び療養給付費の市町
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村負担金の返還金と、医療給付費の確定に伴う、国庫支出金及び支払基金交付金の精

算に伴う返還金を見込み、４１億６，９７９万２千円を追加するものでございます。 

このほか、３款「財政安定化基金拠出金」、５款「保健事業費」、７款「公債費」８

款「諸支出金」及び９款「予備費」における、財源更正につきましては、その他特定

財源内の組み換えを行うものでございます。 

以上、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご議決賜りますようお

願い申し上げます 

○ 議長（矢島征司議員） 

ただいま提案理由の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ないようですので、質疑を終わります。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○ 議長（矢島征司議員） 

ないようですので討論を終わります。 

これより採決を行います。 

はじめに、議案第１２号「平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計補

正予算（第１号）」を採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全員起立） 

○ 議長（矢島征司議員） 

起立全員です。よって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１３号「平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）」を採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全員起立） 

○ 議長（矢島征司議員） 

起立全員です。よって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

○ 議長（矢島征司議員） 

以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 
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◎閉 会 

○ 議長（矢島征司議員） 

 これをもちまして、平成２８年群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉会い

たします。 

午後２時３０分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

平成２８年８月２５日 

群馬県後期高齢者医療広域連合議会 

議 長  矢 島 征 司 

議  員  金 井 清 一 

議  員  後 閑 太 一 
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議案等審議結果一覧表

【会期 平成２８年８月２５日（木） １日】

事件番号 件 名 審議結果

選 挙 議長の選挙

指名推選  

当選人  

矢島 征司

同 意

第 ２ 号 
監査委員の選任について

同  意  

長沼 順一

承  認

第 １ 号 

平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）の専決処分について 
承  認

認 定

第 １ 号 

平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計歳

入歳出決算の認定について  
認  定

認 定

第 ２ 号 

平成２７年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算の認定について  
認  定

議 案

第１２号

平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合一般会計補

正予算（第１号）  
可  決

議 案

第１３号

平成２８年度群馬県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）  
可  決
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